
広報たけはら　2011.12.5 14

CCC
OOO
NNN
SSS
UUU
LLL
TTT
IIIIII
NNN
GGG
SSS
EEE
RRR
VVV
III
CCC
EEE

相相相相相相
談談談談談談

窓窓窓窓窓窓
口口口

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

いのちのホットライン竹原

場所　たけはらふれあい館

　　　（中央二丁目 4-3）9 時～ 18 時

※ 12/30 ～ 1/4 は休館します。

問い合わせ　いのちのホットライン竹原

　　　　　　☎ 22-9102

特設登記・人権相談所

日時　12 月 15 日 ( 木 )　10 時～ 12 時、13 時～ 15 時

場所　人権センター

問い合わせ　広島法務局東広島支局　☎ 082-423-7707

国民年金相談日

日時　毎月第 2水曜日 10 時～ 15 時

場所　福祉会館２階会議室

問い合わせ　呉年金事務所　

　　　　　　☎ 0823-22-1691

ふれあい福祉相談

場所　ふくしの駅（中央 3-13-5）

問い合わせ　ふれあい福祉相談センター

　　　　　　☎ 22-8986　※祝日は休みです。

◎電話による相談も可。

＊法律相談は予約制。月初めから受付。

　 無料での相談は一人 1回です。

相談内容 日 時間帯

◎一般相談
（どんな相談でも）

毎週月～金曜 8：30 ～ 17：00
◎ボランティア相談
（活動希望・援助依頼等）

税金相談 毎月第１金曜

10：00 ～ 15：00

不動産相談 毎月第３水曜

◎障害児者相談 毎月第３木曜

保険・年金相談 毎月第４水曜

◎女性相談 毎月第４金曜

＊法律相談 毎月第２金曜 10：00 ～ 16：00

高齢者総合相談

日時　毎週月～金曜日　8時 30 分～ 17 時 30 分

　※土・日曜日は要望により対応します

場所　ふくしの駅（中央 3-13-5）

問い合わせ　地域包括支援センター　

　　　　　　☎ 22-5494

　　　　　 消費生活相談室便り  
 　   ～申し込んだ覚えのない海外宝くじに注意！～

相談内容

　私宛に、「８千万円の高額賞金が当たった」というダ

イレクトメールがカナダから届きました。受け取りには、

手数料３千円が必要で、書類に必要事項を記入し返送す

るよう書かれていますが、申し込んだ覚えはなく不審に

思います。

アドバイス

　このように、突然海外宝くじに当選したというダイレクト

メールや電子メールが届いた、という相談が増えています。

　申し込んでいない宝くじが当選することは考えられ

ず、手数料の受け取りや個人情報の収集が目的とも考え

られます。また、クレジットカードの番号を知らせたた

め、手数料の引き落としが止まらない、というケースも

あります。さらに、トラブルになった時も、業者の連絡

先が海外のためその所在が分かりにくく、交渉は極めて

困難です。

　国内の宝くじは特定の団体だけが総務大臣の認可を受け

て発売しており、国内で海外の宝くじを購入することは違

法とされています。絶対手を出さないようにしましょう。

相談窓口　おかしいな、困ったなと思ったら、

　消費生活相談室にご相談ください。☎ 22-6965

        振り込む前にすぐ相談！
 事前に「携帯電話の番号が変わった」とい

う電話がかかってくるのは、オレオレ詐欺の

典型的な手口です。あわてないで、事実を確

認し、すぐにお金を振り込まないようにしま

しょう。

　振り込め詐欺の電話は、「自分にもかかっ

てくる」と日頃から注意をしておきましょう。

問い合わせ　竹原警察署　☎２２―０１１０

　      犯罪発生マップ運用開始
　広島県警察では、犯罪が起きた場所や子ど

もに対する声かけ事案などを地図で分かりや

すく、タイムリーに情報提供するシステムの

運用を開始しました。

　広島県警察のホームページ (http://www.

police.pref.hiroshima.lg.jp/) またはメー

ルマガジンから見ることが出来ます。犯罪発

生マップの情報を有効に活用し、防犯に努め

ましょう。

問い合わせ　竹原警察署　☎ 22-0110

行政相談

国の行政への苦情や相談を受け付けます。

問い合わせ　行政相談委員　黒崎　耕二

　　　　　　（忠海中町）☎ 26-0607
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同
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ら
の
作
品
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今
後
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啓
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動
に
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用
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せ
て
い
た
だ
き
ま
す
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た
く
さ
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応
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と
う
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ざ
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ま
し
た
。
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進
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小
学
１
年
生
の
部

・
あ
り
が
と
う
は

　
　

心
と
心
を
つ
な
ぐ　

ふ
し
ぎ
な
こ
と
ば

　
　
　
　

 

忠
海
東
小
学
校　

齋
藤 

萌
花

・
あ
い
さ
つ
で

　
　

い
っ
ぱ
い
つ
く
ろ
う　

お
と
も
だ
ち

　
　
　
　
　
　

中
通
小
学
校　

古
重　

心

・
み
ん
な
に

　
　

あ
い
さ
つ
す
る
よ　

わ
た
し
か
ら

 
 
 
 
 
 
 
 
 

竹
原
西
小
学
校　

岩
野 

彩
花

・
あ
い
さ
つ
で

　
　

に
っ
こ
り
え
が
お
の　

お
と
も
だ
ち

　

 
 
 
 
 
 
 

竹
原
西
小
学
校　

出
花 

天
音

・
み
ん
な
と
ね

　
　

ず
っ
と
な
か
よ
し　

う
れ
し
い
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

荘
野
小
学
校　

有
川　

響
葉

小
学
２
年
生
の
部

・
立
っ
て
る
人

　
　

ゆ
ず
っ
て
あ
げ
よ
う　

じ
ぶ
ん
の
い
す

　

 
 
 
 
 
 
 

竹
原
西
小
学
校　

岡
本 

和
也

・
と
も
だ
ち
と

　
　

き
ま
り
を
ま
も
っ
て　

た
の
し
く
ね

 
 
 
 
 
 
 
 

竹
原
西
小
学
校　

増
森　

光
祐

・
「
あ
り
が
と
う
」

　
　

こ
と
ば
と
え
が
お　

う
れ
し
い
よ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

荘
野
小
学
校　

青
木　

勇
磨

・
だ
い
じ
ょ
う
ぶ

　
　

こ
こ
ろ
づ
よ
い
な　

友
の
声

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

荘
野
小
学
校　

永
田　

悠

小
学
３
年
生
の
部

・
助
け
合
い　

小
さ
な
平
和
か
ら　

守
ろ
う
よ

　
 
 
 
 
 
 

大
乗
小
学
校 

種
子
島 

ひ
か
る

・
ひ
さ
い
ち
の

　
　

か
た
の
た
め
に
は　

せ
つ
で
ん
を

 
 
 
 
 
 
 
 

中
通
小
学
校　

岩
田　

帆
乃
花

・
あ
い
さ
つ
は

　
　

思
い
を
つ
た
え
る　

い
い
言
葉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
通
小
学
校　

神
原　

鈴
嘉

・
思
い
や
り　

 
 
 
 

し
ら
せ
る
言
葉
を　

と
ど
け
よ
う

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
通
小
学
校　

須
賀　

咲
良

・
み
ん
な
と
ね　

思
い
や
り
を　

あ
つ
め
て
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 

竹
原
西
小
学
校　

大
町 
莉
子

・
あ
い
さ
つ
で　

　
　

こ
こ
ろ
と
こ
こ
ろ
が　

つ
な
が
る
よ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

竹
原
西
小
学
校　

東 

幸
輝

小
学
４
年
生
の
部

・
あ
り
が
と
う

　
　

い
つ
も
心
に　

感
し
ゃ
の
気
持
ち

　

 
 
 
 
 
 
 
 

忠
海
東
小
学
校 

友
田 

茉
尋

・
ぼ
く
が
い
て　

君
も
い
る
か
ら　

笑
顔
で
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

竹
原
小
学
校　

生
信　

勇
貴

・
あ
い
さ
つ
は　

 
 
 
 

し
て
も
さ
れ
て
も　

気
も
ち
い
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
通
小
学
校　

足
立　

晴
也

・
友
達
は　

ぼ
く
の
た
よ
れ
る　

相
ぼ
う
だ

 
 
 
 
 
 
 
 

竹
原
西
小
学
校　

田
部　

幸
成

・
け
ん
か
を
ね　

と
め
る
友
達　

か
っ
こ
い
い

 
 
 
 
 
 
 
 

竹
原
西
小
学
校　

西
本　

勇
心

・
友
達
は　

わ
た
し
に
勇
気
を　

く
れ
る
ん
だ

　
　

 
 
 
 

竹
原
西
小
学
校　

吉
原　

美
月

・
え
が
お
は
ね

　
　

み
ん
な
を
げ
ん
き
に
す
る
ま
ほ
う

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仁
賀
小
学
校　

祐
本　

叶
恵

小
学
５
年
生
の
部

・
あ
い
さ
つ
は　

笑
顔
が
ふ
え
る　

合
言
葉

　

 
 
 
 
 
 

忠
海
東
小
学
校　

小
中　

奨
己

・
あ
り
が
と
う　

そ
の
一
言
で　

笑
顔
が
ふ
え
る

 
 
 
 
 
 
 
 

忠
海
東
小
学
校　

藤
山　

侑
子

・
だ
い
じ
ょ
う
ぶ 

 
 
 
 

み
ん
な
が
い
る
よ　

手
を
つ
な
ぐ

 
 
 
 
 
 
 

忠
海
西
小
学
校　

本
岡 

弥
央
理

・
笑
顔
が
ね　

あ
ふ
れ
る
地
球
を　

守
り
た
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
乗
小
学
校　

濱
本　

美
和

・
い
つ
ま
で
も　

感
謝
の
気
持
ち　

忘
れ
ず
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
乗
小
学
校　

若
本　

春
哉

・
人
の
た
め　

気
づ
か
う
心　

大
切
に

 
 
 
 
 
 
 
 

　

竹
原
西
小
学
校　

坂
上　

舞

・
「
だ
め
だ
よ
。
」
を 

「
こ
う
す
れ
ば
い
い
よ
。
」
に

　

 
 

変
え
て
み
よ
う

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
野
小
学
校　

上
原　

悠

・
家
族
は
ね　

あ
な
た
の
相
談　

待
っ
て
る
よ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
野
小
学
校　

片
井　

結
依

・
「
や
め
よ
う
よ
」 

そ
の
一
言
を　

言
う
勇
気

　

 
 
 
 
 
 
 
 

仁
賀
小
学
校　

大
木　

恵

小
学
６
年
生
の
部

・
あ
い
さ
つ
で　

え
が
お
あ
ふ
れ
る　

ぼ
く
の
町

 
 
 
 
 
 
 
 

忠
海
東
小
学
校　

松
田　

和
貴

・
考
え
よ
う　

自
分
の
言
葉　

相
手
の
気
持
ち

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
乗
小
学
校　

相
田　

里
美

・
や
さ
し
さ
は　

人
を
笑
顔
に　

変
え
る
も
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
乗
小
学
校　

山
本　

乃
綾

・
大
震
災　

今
こ
そ
み
ん
な
で　

助
け
合
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

竹
原
小
学
校　

林　

勇
有
人

・
あ
り
が
と
う　

そ
の
一
言
が　

笑
顔
の
源

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

竹
原
小
学
校　

山
本　

杏
寿

・
助
け
合
い　

そ
の
心
の
中　

笑
顔
咲
く

　

 
 
 
 
 
 

竹
原
西
小
学
校　

小
槌　

真
由

・
あ
い
さ
つ
は　

笑
顔
を
作
る　

栄
養
素

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

荘
野
小
学
校　

秋
山 

史
歩

・
あ
り
が
と
う

　

あ
な
た
の
言
葉
で　

広
が
る
笑
顔

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　

仁
賀
小
学
校　

向　

京
香

一
般
の
部

・
み
ん
な
で
育
て
よ
う

　
　

人
の
痛
み
の　

わ
か
る
子
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
万
里
町　

川
端　

美
貴
惠

   １２月４日から１０日は
　　  　『人権週間』
　1948 年 12 月 10 日、国際連合第

３回総会で「世界人権宣言」が採

択されました。この宣言は世界の

平和と人類の幸福を願って、人間

はだれでも、人間としての尊厳と

価値が認められ、人間として当然

に持っている基本的権利を、お互

いに尊重しなければならないこと

を表明したものです。

「
人
権
標
語
」
の

入
選
作
が
決
定


